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アイルランド望郷
―アメリカ議会図書館所蔵ブロードサイド・バラッドを中心に
井上清子
For　tho’　there’s　bread　and　work　for　al1，
Iwould　a　great　deal　rather
Die　in　old　lreland　once　a　week
Than　Iive　here　altogether．
　　　　　　　　　　　（“Lament　of　the　Irish　Gold　Hunter　”）
ここなら誰にもパンも仕事もあるけれど
ここでずっと生きるより
アイルランドに帰り着き
毎週一度死ぬ方がずっといい。
　アイルランドはその長い歴史の中で、極めて
多くの海外移住者を送出し続けた国である。移
民は種々の事情によって故国を後にするが、ア
イルランドの場合、12世紀に開始され、その
後750年余にわたるイングランド（イギリス）に
よる侵略と支配がその最大の理由であると思わ
れる。人々は、イギリスの支配下、産業の発展
を阻止された国内で立ち行かなくなった生活の
改善を求めて、自らの意志で、あるいは地主な
どの追い立ての故に、移民船に乗り海を越えた。
　アイルランド人の国外流出は、特に1845年
から数年に及んだ大飢饅の後、急激に速度を増
し、海外移住が国民生活の常態となり、アイル
ランド文化の大きな構成要素となるに至ってい
る。アイルランド人は世界各地に移住したが、
中でも産業革命の途上にあったイギリス、後に
はこれも拡張期にあった北アメリカーイギリス
領北アメリカ（カナダ）とアメリカ合衆国が移
住先として選ばれた。特にアメリカは、自由平
等の国、豊かな国、チャンスの地として移民が
目指す第一の目的地となった。
　生まれ育った故郷と慣れ親しんだ人々に別れ
を告げることは、たとえそれが自らの意志によ
るものであっても、移民にとって切実であり、
他者の意図によって運命を支配される者にとっ
ては哀感極まりないものがあったと思われる。
更に危険を伴う航海の後、運良く目的地に着い
たとしても、そこには、余所者として迎えられ
る中で、恐らくは無から生活の足場を築き、階
・層の上昇を果たすまで、数多くの試練が待って
いた。
　アイルランド人移民が様々の希望を胸に上陸
したアメリカであれ、彼らがアイルランド系ア
メリカ人となり、最終的にアメリカ人となり得
るまでその前途は果てなく、何世代をも要した。
ことに言語や宗教も含め、拠って立つ文化が移
住先のそれとは異質であった移民にとっては、
社会に受け入れられ承認されるまでの過程は複
雑であり、多大の苦難を伴ったであろう。
　苦境と時には絶望の中にあって、移民は、遠
くにある故国と別れて久しい人々を偲び、帰国
と再会を夢見た。そのような彼らの心情の一端
は、ブロードサイド・バラッドに作られ、大量
に印刷されて安価に巷間に流布された。また、
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それらは人の集まる至るところ一街頭、劇場、
寄席、ミュー一ジック・ホー一ル、酒場、家庭など
で歌われもした。そして、読む人に、あるいは
開く入に、様々な感概を抱かせたと思われる。
1　アイルランドと海外移住
　イングランドによるアイルランド支配は、
1155年ロー一マ法皇ハドリアヌス四世（Pope
Adrian　IV　）が国王ヘンリー二世（Henry　ll）に、
アイルランド領有を認めた（granted　and　donat－
cd）ことに端を発する1。その後16世紀までイ
ングランドのアイルランド支配は徐々に進んだ
が、宗教改革を経てローマ教会を離れ、イング
ランド国教会（Anglican　Church）を樹立した
ヘンリー八世が1541年、ダブリン議会から「ア
イルランド国王」の称号を得たことにより加速
的となったb更にエリザベスー世（Elizabeth
I＞の治世下、1595年から8年近くにわたるティ
ロン伯（　Ear1　ofTyrone）ヒュー一オニール（Hugh
O’Neill）らの反乱が失敗に終り、イングラン
ドはアイルランド全土にわたる支配権をほほ確
立した。
　1610年代からイングランド人と低地スコッ
トランド人によるアルスター（Ulster）地方植
民が本格化し、植民に際しては先住のアイルラ
ンド人を西部に強制移住させる方法が取られ
た。元地に残存するアイルランド人は殆どが所
有地を没収され、小作人として、移住して来た
地主の支配下に組み込まれている。その後、工642
年に始まる清教徒革命、更に1688年の名誉革
命と、イングランドの国情が混舌Lするのに前後
してアイルランドでは反乱が企てられた。しか
しいずれも成功せず、その度に支配が強化され
た。
　1649　aのクロムウェル（Oliver　Cromwell）
によるアイルランド制圧は陰惨を極めた。彼は、
反乱を企てた者の多くを処刑や追放処分にし、
数百万工一カーの土地を没収している。名誉
革命後に即位したウィリァム三世（william　M）
による1690年のアイルランド鎮圧は、以降の
反乱の根をほぼ完全に断つことになった。その
後100年近く、アイルランドにおいて大きな反
乱が起こされることはなかった。
　1695年に制定され、その後少しずつ規期を
緩めながらも最終的に18世紀末まで持続され
た「異教徒刑罰法（Pcnal　Code）」は、アイル
ランド人カトリック教徒の生活に多くの制約を
加えた。同法は、イングランド国教会信徒以外
の総てに向けて施行されたが、主な対象はアイ
ルランド入の多数を占めるカトリック教徒であ
り、これによってアイルランドに、プロテスタ
ント（イングランド国教会）教徒優位の社会が
定着することになった。
　アイルランドにおいて、カトリック教徒の大
部分は、イングランド人やスコットランド人、
更にはアイルランド人地主の所有地の小作人で
あった。申でも貧しい人々は、狭い小作地に主
食となるじゃがいもを栽培する生活を余儀なく
されている。
　17世紀の終り頃からアイルランドは、拡大
するイギリス市場に組み込まれ、ために基幹産
業である農業の構造に変化が生じた2。イギリ
スに輸出される家畜や酪農製品が高収入につな
がることから、牧畜農業が導入されたのである。
地主は、牧畜に必要な広い土地を確保すべく小
作地を減らし、また地代の値上げを図った。折
からの人口増加もあって小作地の需要は多く、
小作人にとって借地することが極めて困難と
なった。また借地するだけの余裕もない農業労
働者は、牧畜業が耕作農業程には集約的な労働
力を必要としないため、失職する結果となった。
　更に、1760年代から開始されたイギリス産
業革命が進行する中で、アイルランドの小規模
家内工業的であった亜麻や木綿を主とする繊維
産業が、1820年代から急速に機械化の進むイ
ギリス織物産業との競合に破れ、衰退した。ベ
ルファスト（Belfast　）を中心とするアルスター
地方東部のみが機械化を達成したが、局地的な
ものに留まり、家内工業労働者の多くが職を失
うことになった。
　また1815年にはナポレオン戦争が終結し、
ためにヨ・一一ロッパでは農藍物価格が下落して、
その状況は1840年頃まで続いた。よってアイ
ルランドでも、商業化された、もしくは商業化
されつつあった農業地帯が打撃を受け、小農や
農業労働者の貧函化が進んだ。
　最終的に、アイルランドに恐らくは産業革命
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が起こらなかったと考えられ、地代の高騰、低
所得や失職といった状況の下、生活の方策を求
めて国内外に移住することは、アイルランドの
人々にとって必要かつ将来性のある選択肢と
なった。
　移住に際して、彼らが最初に目的地としたの
はイギリスである3。従来からアイルランドの
人々は季節労働者として、イギリスの農業地帯
や土木工事現場に赴いていた。1798年のユナ
イテッド・アイリッシュメンの反乱の失敗の後、
ダブリン議会の解散を経てユ801年に自国が併
合されたイギリスは、地理的に最も近く、彼ら
にとっては、いわば国内であった。イギリス産
業革命の進展と同国の都市の拡張が続く中、
1820年代にイギリスに向けての航路に蒸気船
が導入され、渡航費が安価になったこともあっ
て、イギリスに移住するアイルランド人の数が
増加した。
　移民への志向は、1830年代を通してアイル
ランドで強くなり、その間北東部及び南東部を
手始めに、大量の人の移動が、アイルランド全
土で全階層の人々によって一プロテスタント教
徒・カトリック教徒を問わず行われるに至って
いる。1841年のイギリス国勢調査における（イ
ングランド・ウェールズ・スコットランド在住
の）アイルランド（で出生した）人の人口は、
415，725人、1851年のそれでは727，326人、
1861年には最多の805，717人を記録し、その後
少しずつ減少に転じている㌔ただ、イギリス
に入国した移民の何割かは、最終的に北アメリ
カ、特にアメリカ合衆国に移住することを望ん
でおり、事実多くが再出国を果たしている。
　1845年に発生し、その後数年に及んだじゃ
がいもの胴枯れ病に伴う飢餓は、アイルランド
入の海外移住の様相を一変させた。1845年に
850万人を超えていたと推定されるアイルラン
ドの人口は、飢鰹による死者や海外移住者の故
に約2GO万人減少し、1851’Nには6，552，385入
になっている。飢儘の影響は、主食をじゃがい
もに依存していた西部の小作農民に最も大き
く、最大の被害を受けたコナハト（C。n皿acht）地
方では、人口1，000人に対して40．4人の死者を
出した。因みに全国の平均死者数は、人口1，000
人に対して20－24人である5。
　1846年夏のじゃがいもの収穫は全滅に近
かった。その結果、アイルランド史上初めて「秋
の大出国」が起き、何千人もの人が冬の大西洋
を越えている。彼らは多くが貧しく、十分な食
料もないまま吹雪の海を「棺桶船（cothn　ship）」
で渡り、飢謹の影響が最も大きかった1847年
には、移民約5人に対して1人の割合で航海中
死者が出ているeo
　アイルランドから北アメリカへの移住は18
世紀に本格的となり7、1700年から1775年のア
メリカ独立戦争開始までに約100万人を数え
た。その多くは「異教徒刑罰法」などを出国の
理由とするアルスター地方のプロテスタント教
徒（主に長老教会信徒［Presbyterian］）であり、
うち約20－25万人は、1717年から1776年ま
での間に、アルスターからニューヨー一一クやフィ
ラデルフィアに向かっているel783年にアメ
リカが独立した後も、アルスターからアメリカ
に向けて移民が続き、以降30年間に約10－15
万人に上った。
　19世紀にも、プロテスタント教徒のイギリ
ス並びに北アメリカへの移住は途切れることな
く続いたが、工829年の「カトリック教徒解放
令（Catholic　Emancipatien）」などを経てカト
リック教徒移民が増大した。その数は、1840
－50年代に大西洋航路に蒸気船が導入され、
渡航費が安価になったことも併せて、飢鰹以降
空前のものとなった。1847年から1855年まで
の間に、約210万人一1851年までに約120万人、
その後に約90万人が、アイルランドを出国し
たと推定される。移民の目的地は、アメリカが
約140万人、イギリス領北アメリカ（カナダ）が
約34万人、イギリスが約30万人であり、その
他少数が主にオーストラリアに向かっだ。そ
して1851年には、初めてアメリカのアイルラ
ンド（で出生した）入の人口が約962，000人と、
イギリスのそれ、即ち約727，000人を抜いてい
る9e
　これら移住者の大多数は、労働者の階層に属
し、従来アイルランド語（ゲール語）の話され
ていた地方出身の貧しいカトリック教徒であっ
た。大西洋を越えての移住者は、当初アメリカ
よリイギリス領北アメリカに向かう者が多かっ
た。渡航費がアメリカへのそれより安価であっ
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たことに加え、イギリス政府の勧めがあったり、
地主などによる渡航援助が得られることがあっ
たからである。しかし20世紀中頃までカナダ
とアメリカの国境は往来が比較的自由であり、
イギリス領北アメリカに入国したアイルランド
人移民の幾分かは、そのまま国境を越えてアメ
リカに入国している。従ってイギリス領北アメ
リカ経由の移民を含めぱ、アメリカに入国した
アイルランド人移民数は、現在推定されている
数の1．5倍に上るとされる1°。
　アイルランド人移民は、イギリスにおいても
アメリカにおいても、都市に集中して居住する
傾向が強かった。しかし彼らは雇用の見込める
知何なる土地にも赴き、多様な職に就いた一季
節収穫労働者、路上商人、運河や鉄道の建設労
働者、港湾労働者、工場労働者、家事使用人な
どであるIl。彼らは移住先で多くの試練に遭い
ながら、時には故国やそこに残して来た家族や
友人を、時には自らの信仰を一カト・リック教徒
であれプロテスタント教徒であれ、拠りどころ
として少しずつ地元社会に根を張り、階層の上
昇に向けて歩み始めた。イギリスやアメリカと
いったプロテスタント教国に移住したカトリラ
ク教徒にとっては、移住先での負荷は殊更に大
きかったと思われる。
　アイルランド人移民とその子孫は、概ねイギ
リスにおいては19世紀の終わりから20世紀に
かけて、アメリカにおいては第一次世界大戦か
ら1920年代にかけて、新しい故国に馴染んで
行ったようである。
H　ブur－一一ドサイド・バラッド
（1）イギリスにおけるブロードサイド・バラッド
　ブロードサイド・バラッド（broadside　bal・一
1ad）は、おおまかには「1枚の績の片面に印
劉された物語（風の）歌謡（narrative　song）も
しくは詩歌（verse）」と定義される1z。印刷さ
れる内容は、時事（問題）的な性質のものが中
心であり、それを報道するだけでなく、時に解
説を加えたり論評したり、風刺することもあっ
て、ある意味で今日の新聞に近い。後代には叙
情性の強いバラッドや感傷的なものも現われて
いる。ブロードサイド・バラッドは、街頭で呼
び売りされることも多かった故に、ストリート・
バラッド（street　baElad）とも称されている。
　印刷が安価に行われるようになると共に、こ
の種の民衆文学は、イングランド（イギリス）の
みならず広くヨーロッパーアイルランド、オラ
ンダ、フランス、イタリア、スペイン、ドイッ
などに普及した。イングランドにおいては、16
世紀初めからブロードサイド・バラッドの印刷
が行われ始め、同世紀中頃には相当量が流布さ
れていたようである。その後ブロードサイド・
バラッドは、どの時代にも印刷・出版が行われ
ているが、特に17世紀後半と19世紀中頃に流
行し、多様な内容のものが大量に世に出された。
　16・17世紀のブロードサイド・バラッドの
多くは、古いゴシック字体（Black　letter　）で
印刷され、タイトルの下によく木版画の挿し絵
が置かれた。また詞句を囲むように、紙面に装
飾的な縁取り（border）を施した例も見られる。
紙面の一番最後には、印剛・出版業者の氏名と
住所（imprint）が印欄された。
　18世紀以降ゴシック字体は使用されなくな
り、代わってローマ字体（Roman　typei　white
letter）が使用されるようになっている。また
18世紀には．細長い紙片（普me　4．5×16イン
チ）に1編のバラッドのみを印刷することが多
くなった。紙面の一番上に木版画の挿し絵を配
し、次にタイトルと詞句、一番下に装飾的なこ
れも木版画の挿し絵を置く形式がほぽ定着し
た。同世紀のブロードサイド・バラッドの多く
は、印刷・出版業者の氏名や住所が記載されて
いない。19世紀に出版されたものには、それ
らが記載されているものが多いが、また一方で
それらが印刷されていないものも多い。印刷・
出版の年次は、ブロードサイド・バラッドの歴
史を通して記載されることが殆どなかった。
　19世紀のロンドンでは、50を超えるブロー
ドサイド・バラッドの印刷・出版業者が営業し
ており、またアイルランドも含めてイギリスの
総ての大きな町や都市にも多数の印刷・出版業
者がいた。業者間では、所蔵する版（version；
text　）の交換や売買、製品販売の提携が広く行
われている。業者の多くは、ブロードサイド・
バラッドのみならず、書籍、パンフレット、ク
リスマス・カードといったカード類、広告やち
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らしなど多様なものを印刷しており、おもちゃ
屋を兼業している例も見出される。
　ブロードサイド・バラッドは、元から（読者
によって）歌われることを想定せずに作られた
ようである。紙面に、バラッドがそれに合わせ
て歌われるべき曲名を指示している例はたびた
び見られるが、殆どの場合旋律が掲載されてい
ないからである。ブロードサイド・バラッドは、
その販売が開始されて以降、伝統的に1枚1ペ
ニー（小さいものは1枚半ペニー）で売られて
おり、19世紀に至ってもその価格が維持され
ていた。故に貧しい人々にも極めて入手しやす
いものであり、束の間の娯楽として19世紀の
終わり位まで民衆に親しまれた。
　ブロードサイド・バラッドは、粗悪な紙に粗
雑に印刷されて消耗品に近く、過去に膨大な量
が世に出されたのは確かであるが、現存するも
のは極めて少ない。従ってその全体像を把握す
ることは不可能である。ただ過去に、ブロー一ド
サイドtバラッドに関心のある個人などによっ
て相当な数が収集された例が見られる。
　ブロードサイド・バラッドは当初、詩人、著
作家、聖職者、宮廷人などによって匿名で書か
れたが、程なく職業的なバラッド作者が出現し、
彼らの手になるものが大半を占めるようになっ
た。後代に劇場や寄席、ミュー一ジック・ホール
などで歌われたり、後述するシート・ミュージッ
ク（sheet　music）の形で出版された歌謡やバ
ラッドが、ブロードサイド・バラッドとして転
載された場合などは、紙面に作者や歌い手の氏
名が示されていることがあるが、原則的にプ
ロードサイド・バラッドの作者は無名であり、
特定することは不可能である。
（2）アメリカにおけるブロードサイド・バラッド
17世紀以降、イングランドのブロードサイ
ド・バラッドは、移民、船員、兵士などによっ
てアメリカに持ち込まれ、そこに印刷されてい
るバラッドが現地で再版（reprint）されるよ
うになった。また18・19世紀には、イングラ
ンドのバラッド印刷・出版業者が多数のブロー
ドサイド・バラッドをアメリカに輸出している。
同時期には、アメリカの業者もブロードサイド・
バラッドを自ら印刷・出版するようになった。
アメリカでは、ブロードサイド・バラッドはソ
ング・シート（song　sheet　）とも称されている。
　やがて印刷・出版業者は、イギリス（主にイ
ングランド）のブロードサイド・バラッドを転
載したり、書き直して印刷することに加えて、
イギリスやアイルランドの移民の口承から採録
したものや、アメリカを舞台にした作品を印刷・
出版するようになった。彼らは、自らの手で創
作したり、あるいは職業的なバラッド作者や民
衆詩人などに依頼して創作したバラッドを印刷
している。
　アメリカでは、19世紀初頭に蒸気機関を利
用した印刷機が導入され、大量生産が可能に
なったことが、ブロードサイド・バラッドの大
流行を招いだ3。印刷には、詞句を浮き彫りに
した金属板（plate）や彫版による挿し絵（en－
gnved　illustrati。n）などの新しい技術が駆使さ
れ、種々のバラッドが大量に印刷されている。
業者間では、金属板や挿し絵を売買することに
よって出版品目の増加が図られた。
　19世紀中頃には、挿し絵に代わって、紙面
に装飾的な枠（border）が施されるようになっ
た。枠は木版に飾り彫りしたもので、どのよう
な詞句の金属板にも殆ど利用できるように作ら
れており、併せて印刷・出版業者の氏名と住所
が彫られていることが多い。業者は、他の業者
から入手した金属板に自らの枠を付けて印刷し
出版することが可能となり、業者間の金属板の
往来に拍車がかかった。
　ブロードサイド・バラッドは、束の間の利用
を前提に、安価で薄手の紙（普通6×8イン
チ）に印刷されることが多く、印刷の質も一般
に悪かったが、安価に購入できるため、一般民
衆の娯楽として1890年代位まで出版が行われ
たようである。
　ブロードサイド・バラッドの流行と前後して・
18世紀の終わりから19世紀の前半にかけて、
アメリカの都市の中産階級を対象に、簡単な伴
奏を付けた歌謡（歌詞）の印刷・出版が行われ
ている14S。シート・ミュージックと称されるこ
の出版物は、二つ折り版（fblio）1枚もしく
は2枚で25セントと高価であり、加えてピァ
ノやオルガンなど伴奏用の楽器を必要とした。
シート・ミュージックの類いは、18世紀の初頭、
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イギリスでも流行し、ハーフ・シートと呼ばれ
ている。
　アメリカでは、ロンドンやヨーロッパから輸
入されたりアメリカで作詞作曲された歌謡が、
シート・ミュージックとして出版されたが、好
評を得たものが（旋律抜きで）ブロードサイド・
バラッドとして転載された例や、逆にプロv・一ド
サイド・バラツドが旋律を付けられてシート・
ミュージックとして出版された例がかなり見ら
れる。因みに、イギリスの場合と同じくアメリ
カにおいても、ブロードサイド・バラッドの作
者や出版年次は殆どが不明であり、特定するこ
とは不可能である。
（3）アイルランド人移民とブロードサイド・1
　　　　　　　　パラツド
　イギリスにおいてもアメリカにおいても、口
承のものも含めバラッドの伝播や流布に、アイ
ルランド人移民が果たした役割は極めて大きい
と言える。特に彼らが移民総数においてドイツ
人に次ぐ集団となったアメリカにおいて、アイ
ルランド人移住者の存在を抜きにバラッドを論
じることは不可能であろう。彼らは、主流がイ
ギリス系住民であるアメリカに、（18世紀以降
英語で表現されるようになったIS）ア’イルラン
ドの多様かつ多数のバラッドをもたらしただけ
でなく、アメリカにおけるブロードサイド・バ
ラッド産業市場の重要な構成要素となったから
である1％
　彼らは、アイルランド人として入国した当初
から、アイルランド系アメリカ入となり、更に
アメリカ人となるべきその過程の総てにおい
て、イギリス系アメリカ人の、そして時には同
胞の、ブロードサイド・バラッド作者の視点か
ら、バラッドに歌われる対象として、種々のテー
マを提供し続け、またブロー一ドサイド・バラッ
ドの購入者（消費者）であり続けた17。
　1840年以降急増したアイルランド人移住者、
中でも多数のカトリック教徒の存在は、アメリ
カ市民の注目を集め、ために彼らが好奇の目で
見られたり、差別や偏見に晒されることも多
かった。そのような人々にとって、（冷徹な目
で見れば需要を見込んでとも受け取れるが）故
国アイルランドやアイルランドの人々をテーマ
とするブロードサイド・バラッドは一それが
テーマを好意的に扱っていれば尚更に、加えて、
それが安価で貧しい人々にも容易に入手できる
故に、娯楽とも心の慰めともなり得たであろう。
中でも、故国と懐かしい人々への追憶や思慕の
情が歌われているバラッドは、移民の大きな共
感を呼んだと思われる。
皿　ブロー一ドサイド・バラッドに見るアイル
　　　　　　　ランド望郷
アメリカで過去に出版されたブロードサイド・
バラッドは、残存するものが相当数、個入や大
学図書館その他によって所蔵されていると考え
られる’B。しかし、各バラッドの紙面や詞句の
詳細までデジタル化されて広く公開されている
例は多くはないようである。
　本稿で考察するのは、アメリカ議会図書館所
蔵のブロードサイド・バラッドである
（“America　Singing：Nineteenth－Century　Song
Sheets，”　The　Rare　Book　and　Special　Col且ections　Di－
vision　of　the　Libra1y　of　Congress）IY。同図書館
は、ブロードサイド・バラッドをソング・シー一
トと称しているが、4，291枚所蔵しており、そ
れらアメリカのバラッドの中に97枚のイギリス
のブロードサイド・バラッドが含まれている。
イギリスのものは、ロンドンとダブリンで出版
されたものである。
　所蔵されているバラッドの出版年代は、18
世紀末から1880年代にわたるが、大部分は、
アメリカでブロードサイド・バラッドが流行し
た1850年代から1870年代に属する。前述のよう
に、アメリカのブロードサイド・バラッドは、
イギリスやアイルランドのそれと深い関連を持
っため、これもデジタル化され公開されている
オックスフt　一一ド大学ボドレー図書館所蔵のプ
ロードサイド・バラッド（“Bodleian　Library
Broadside　Ballads，”Bodleian　Library：Un｛versity　of
Oxford）その他を援用した2°。ボドレー図書館
は、（重複するものもあるが）3万枚を超えるプ
ロー一一ドサイド・バラッドを所蔵しており、その
個々の詳細に加えて印刷・出版業者（printer）
の推定営業年代（date）なども可能な限り付
記したカタログを公開している。
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　アメリカ議会図書館所蔵のブロードサイド・
バラッド（以下アメリカの版と略記）に関す
るキーワード検索において、「アイルランド
（lreland＞」並びに「アイルランドの（lhsh）」
という語をタイトルや詞句に含むバラッドは
各々279版、ゲール語に由来するアイルラ
ンドの古名「エリン（Erin）」に関しては98
版、アイルランドの国花である「シャムロック
（shamrock）」に関しては38版、アイルランド
の別称である「エメラルド（の〉島（Emerald
Isle）」に閲しては88版が、それに該当する。
　キーワードが、工版のバラッドの中に複数使
われている例もあるが、上述のアメリカの版に
ついて各々の詞句を検討し、またボドレー一図書
館所蔵のブロードサイド・バラッドその他と対
照した結果、アイルランド人移民が故国を偲ぶ
望郷の念が歌われているバラッドは、14版程
見出される。このうちNイギリスやアイルラン
ドでも出版されているブロードサイド・バラッ
ド（“The　Exile　of　Erin，”“The　lrish　Stranger”な
ど）や、故国に残して来た恋人への思慕を通し
て望郷の思いに触れるもの（“Norah　M’Shane，”
“The　Maid　of　E血，”　“1’　11　Never　Forget　Thee，　D　ear
Marジなど）は、今後の課題として本稿では省
いた。
　アイルランドへの望郷の念を語るブロードサ
イド・バラッドの概略（タイトル・出版業者・
大意訳など）は、以下の通りである。
1．“Erin　Is　My　Home”（PubIisher：J．H．　Johnson，
　Philadelphia；G．H．　Harris，　Philadelphia；Louis
　Bonsal，　Baltimore）一「私は多くの土地を放
　浪し（roamed）、多くの友に出会い、イング
　ランドでもアメリカでも幸せな時を過ごし
　た。イングランドで生まれていたらその静か
　な岸辺を愛し、アメリカ（Columbia）で育っ
　ていたらその自由を讃えたことだろう。しか
　しいつもエリンに帰る日を夢に描いていた。
　もう放浪などしたくない。私の乗っている小
　さな帆船（bark　をエリンの　に向けるの
だ。エリンこそ私の故国homeなのだから。
そこには勇気ある人々（manly　hearts）がい
て、その心は雪のように清らかだ（pure　as
snow）。エリンでは、どこにも暖かさと陽気
さが満ちている。」
　ジョンソン（Johnson）とハリス（Harris）
の出版した版は、各々8行連句3連（stanza）
で、枠も挿し絵も同じである。ボンサル（Bon－
saDのものは8行連句2連で、前者の第3連
が省かれた形になっている。ボンサルと同じ
詞句のものは、ニューヨークでもアンドルー
ズ』iJ．Andrews）によって出版されている。各
連の最後2行（大意訳の下線部）がリフレーン
（Oh，　steer　my　bark　for　Erin’s　lsle，／　For　Erin　is　my
home　）になっている。海外に流出したアイル
ランド人の寄る辺ない状況が、大海を漂う小さ
な船に巧みに例えられており、アイルランドは
故国である故に、そこに帰るという強い意志が
示されている。
　このブロードサイド・バラッドの第1－2連
とほぼ同じ詞句に旋律を付けたもの（“E血Is
My　Home－Ballad”）が、シート・ミュージッ
クとしてフィラデルフィアで出版されており、
歌い手の名が示されている故（Sung　by　James　G．
Maeder）、舞台などで歌われ好評を得たバラッ
ドであった可能性もある。シー一ト・ミュー一ジッ
クの出版は1834年となっているZi。
2．“1　Can　’　t　Forget　Old　Erin　Where　the　Grass　Grows
　Green”（Publisher：unknown）一「私の名は
　ダニー・ブラック（Danny　Black）、クレア
　の国（c。unti　y　Clare）の生まれだ。今、御指
　名に従って故国（home）と生地（my　own
　native　land）を讃える歌を歌おうe私は微笑
　みを忘れず、色々な土地を巡ったが、私の心
　は常にエリンと共にある。あの青草の　る
　国。私は生国（my　natiΨe　country）を愛し、
　女王陛下にも忠実だ。しかし『懐かしいエリ
　ン（℃uld　Erin”）』を忘れることなどできは
　しない。
　　貧しいアイルランド人（poor　Pat）はよく
　粗末な身なりに描かれるが、その心は暖か
　く、他所の入（stranger）をいつも喜んで迎
　える。アイルランド人は愚行もするが、意地
　悪（viciOUS）ではない。親のない子のため
には金を、友のためには命を、文句なしに投
げ出すのだ。だから愚行は寛大に見てほしい。
エリンには気高い心の人々（nobte　hearts）が
いる。
　これも大目に見てほしいが、アイルランド
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　人には純粋すぎるところもある。冗談好きで、
　あんまり冴えたものではないが機知（wit）も
　ある。エリンには情け深い心の人々（feeling
　hcarts）がいる。どこにいても、小さなエメ
　ラルド、海に輝くあのエメラルドを愛さな
　いアイルランド人など一人もいない。明る
　い繁栄の光と穏やかな平和の中に、エリン
　に良き日が来るように。j
　8そ予ラ也句6莞且（第2連‘よ4そ予、第6連‘ま10そ」〒）
の長いバラッドであり、各連の最後の行（大意
訳の下線部）がリフレーン（Where　the　grass
grows　grcen）になっている。このブロードサ
イド・バラッドは、ポドレー図沓館などに、同
じか、もしくは類似のタイトルや詞句のものが
見出されないため、アメリカでのみ出版された
と考えられるブロー・一一．ドサイド・バラッドの項に
入れたが、紙面の体裁などからイギリスまたは
アイルランドで出版された可能性が極めて高
い。ただ、このブロードサイド・バラッドのタ
イトルの一部（”Where　the　Grass　Grows　Green”）
をそのままタイトルとするシート・ミュージッ
クが、アメリカで1856－67年頃出版されてお
り、これもアイルランド人の気質を肯定的に歌
っているue。
　「女王陛下」がビクトリア女王（Queen
Vi。toria，1819－1901）であるか否かは不明であ
るが、「故国」と「生国jを区別するなど「私」
の屈折した心理も伺われる。恐らく前者はアイ
ルランド、そして後者はそれを併合したイギリ
スを指すのであろう。
　詞句は、アイルランド人のステレオ・タイプ
（PatはPaddyと並んで、アイルランド人カト
リック教徒小作農民を暗示する）に加えて、こ
れも型通りのアイルランド人の長所と短所を挙
げている弘概ねアイルランド人の気質を肯定
的に捉えており、「私」が、人々にそれに対す
る理解と寛容を求めているのは、そのようなア
イルランド人を認め、受け入れてほしいとの願
いの故であろうかと思われる。
　そして最後に「私」は、故国をエメラルドと
呼び、今は苦難の中にあるアイルランドへの揺
るぎない愛を語っている。
3．“ILove　Thee　Dcar　Erin”（PubIl呈her：Horaee
　Partridge，　Boston　）一「エリンよ、私はお前
　を愛する。その緑の岸で私も、私の愛する
　アニー（　Amie）も生まれ育ったのだから。
　海を越えて来た中でアニ・一は一番美しい娘。
　私の幼い頃（in　my　childho。d）、エリンの山
　や谷や妖精（fairies）が冬の夜話（winter－
　night副es）の話題になり、私には咲き乱れ
　る花（blooming）が見えるような気がし
　た。エリンには、赤子が眠る時それを護る
　天使がいるという。だから私とアニーの問
　に生まれたばかりのこの愛も大きく育つよ
　う、きっと天使が護ってくれるだろう。エ
　リンよ、私はお前を愛する。一一私の故国、私
　を育てた緑の島（green　lsle　that　cradled　rnine
　own）、そしてアニーが生まれ育ったとこ
　ろ　（The　home　of　her　childhood，　the　land　of　her
　birlh）。私にとって地上の聖地（the　most
　hallow’d　of　earth）。」
　4行連句5連の比較的短いブロードサイド・
バラッドである。ただ文脈はあまり整っておら
ず、状況が把握しにくい箇所がある。「私」と
恋人が共に生まれ育ち、今は海の彼方にある故
国での幼い頃の懐かしい思い出が語られる。
　エリンは、山や谷が美しく花の咲き乱れると
ころ、妖精や天使が住むところ一そんな夜話が
語られる国である。詞句の背後に、神話や伝説
に富むケルトの世界を思わせるものがあり、そ
れに呼応するかのようにエリンは「私」にとっ　、
て最も神聖な土地であると結ばれている。
4．“My　Good　Ould　lrish　Home”Air－My　Old
　Kentucky　Home（Publisher：John　L，　Zieber，
　Philadelphia；J」≡L　Johnson，　Philadelphia；Harris，
　Philadelphia　）一「私の心は今もなお懐か
　しいアイルランドの家（my　good　ould　Irish
　home）を恋い慕う。嘆いてみても無駄なの
　に。放浪を始めた日から不運（bad　Iuck）が
　続き、もう二度と故国（my　counthry）を見
　ることもないだろう。小さな我家（my　own
　little・cabin）の扉が目に浮かび、思い出すと
　胸は悲しみで一杯になるe私の運命（fate）は
　哀れなもので（sad）、もう我家を見ること
　もないだろう。懐かしいアイルランドの家よ、
　さようなら（fare　thee　well）。＊
　だからやめてお　れ。払の心はAも、帰るこ
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とのないあの家のことを思うのだから。今は
遠くにある、一しいがせだったあの家のこ
一ll；．jtLe
　　もう赤々と燃える火の傍らに腰を下ろす
　こともないだろう一じゃがいも（praties）
　がおいしそうに煮えていた。心を悲しみで
一杯にして、疲れ果てるまで（till　my　limbs
　begin　to　tire）嘆くのはもうやめにしよう。
　けれどi家への思いは夢（dhrame）のように
　私の心を訪れて、そっと私に囁くのだ一パデ
　ィ（Paddy）、後にしたあの家のことを忘れ
　るな、二度と見る（behould）ことはないけれ
　ど。＊
　　私の愛する国が自由になることはないだ
　ろう。それでも故国であることは変わらな
　い。再びアイルランドが自由（liberty）を
　得る日が来るかもしれず、その時（thin）ア
　イルランドはその名を誇りに思うだろう。
　しかし運命は定められていて、諦めるより
　術はない（must　be　resigned）。涙は目蓋iに
溢れるけれど、後にした家のために今一度
　祈りを捧げ（a　few　rnore　prayers）、そして懐
　かしいアイルランドの家よ、さようなら。判
　8行連句3連のバラッドで、各連の後（大意訳
中の下線部が、＊の箇所）にコーラス
（chonユs）　（Thin　spake　no　more　of　cemfbrt；oh，
spake　no　more　I　pray，／For　my　heart§till　tUrns　to
the　homeゴve　left　behind　／　To　my　poor，　but　happy
home　far　away．）が挿入されている。タイトル
や旋律（Air）の指示からも明らかなように、
フォスター（Stephen　Foster，1826－64）が1853
年に発表した「ケンタッキーの我家（“My　Old
Kentucky　Home”）」の替え歌である％作詞者
ジーバー（John　Zieber）が「若きアイルランド
人コメディァン兼ボーカル（バンド歌手）ガノ
ン氏の持ち歌として（expressly　for　Mr．　P．J．　Gan－
non，　the　young　Irish　Comedian　and　Vocalist，and
sung　by　him　only）」作詞したとの注記がタイト
ルの下に施されている。従ってこのバラッド
は、フォスターの原作のイメージを踏まえてミ
ンストレル・ショv－ff（minstrels）などの舞台
で歌われたのであろう。ジーバーは、ブロード
サイド・バラッドの印刷・出版業者でもあった
と思われる。彼が、当該のバラッド以外にも
（現存するものは僅かのようであるが）ブロー
ドサイド・バラッドを出版しているからであ
る。
　このブロードサイド・バラッドは、フィラデ
ルフィア以外の都市でも印刷・出版されており、
ボドレー図書館にはニューヨークで出版された
版（－Phnter：J．　Andrews）が所蔵されている。
そしてその出版年代は、1860年頃と推定され
ている。
　アメリカの版は総べて、印刷・出版業者の氏
名や住所以外は枠も含めて同じである。ニュー
ヨークで出版されたものは、タイトルの一部
（ouldが01dになっている）と枠が異なる。こ
のバラッドは、フ才スターの原作を巧みに利用
しながら、各所に“ould，　c。unthry，　thin，　dhrame”
などのアイルランド説り（brogue）を用い、
洗練されない、歌い方や歌われる状況によって
はコミカルともセンチメンタルともとれる仕上
がりになっている。しかし、二度と見ることの
ない故郷の家への別れの言葉と、それでも断ち
難い思慕の情は、存外に聞く人の心に強く訴え
るものを持っているように思われる。
5．“My　Heart’s　in　Old　lreland”（Publisher：H．　De
　Marsan，　New　York；J．　Andrews，　New　York）一
　「私の乗る小さな帆船は、大波を分けて堂々
　と進み、水夫の少年の歌う歌も快い。しかし
　私の胸（bo om）は悲しみと苦悩（wo）に
　満ちている。私がどこにt「こうとも心はいっ
も故国にあるのだから。そこは、イタリアに
咲く花よりも美しい赤い雛菊（red－breasted
dasies）やシャムロック、そしてサンザシや
白い花が咲くところ。美しくは見えるが空ろ
で虚しい（cheerless　and　vain）浜辺には、フ
ランスの百合やスペインのオリーブが咲いて
いる。
　夏が去り、百合やバラが姿を消しても、
シャムロックはなおも青々と、逆境（　in
misfo血ne）にある友のように雪の上でも
茂るのだ。ため息と共に誓うのは、もし故
国に帰ったら、懐かしい生家（dear　native
cottage）を離れて二度と放浪などしないと
いうことだ。そこではハープが再び鳴り響き、
酒杯（　goblet　）は酒で満ち溢れるだろう。」
5行連句5連で、各連の最後2行（大意訳
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の下線部）がリフレーン（For　my　heart’5　in
。ld　1τeland　whercvcr　1　go，／　Oh，　my　heart’s・in。ld
rrcland　wheroΨer　1　go）になっている。タイトル
は、よく知られたスコットランド歌謡「我が心
高原に（“My　Hoart’　s　in　the　Highlands”）」に由来
するのであろう。
　フランスやスペインに言及されている故に、
「私」は（移住者でなく）船乗りともとれる。
海上をさすらう「私」は、故国アイルランドを
種々の花の咲くところと捉え、自らの心の拠り
どころとしているe特に雷の上に茂るシャム
ロックを逆境にある友（恐らくは逆境にあるア
イルランド）に例え、故国への強い信頼を重ね
合わせているように思われる。
6．“　1　Think　of　Old　lrela皿d　Wherever　1　Ge　”Air－一一
　My　H¢a1t’s　in　the　Highlands（Publisher：H，　De
　Marsan，　New　York；」．　Andrews，　New　York＞一
　「私は、生まれた土地と見なれた懐かしい風
　景を遠く離れ、放浪者（wanderer）としてi美
　しいナイル川なども見た。しかし私がどこに
　行こうとも、いつも考えるのは懐かしいアイ
　ルランドのことだ。一い海の彼　の・Fieiかしい
アイルランド、勇　の国、野生のシャムロツ
クの一IJtるところ、どこに行こ’と　えるのは
アイルランドのこと。
　　もうすぐ家に帰るのだ。私が一番愛する
ところ、西の彼方にある一番大切なエメラ
ルドの島。今、私は野牛（wild　buffalo）を
追いかけているがsなおも故国の神（my
country’s　G。d）に祈るのは、卑劣な敵サクソ
ン人（base　Saxon　foe）が国境の外に追い払
われることだ。故国は、シャムロックと甘く
香る茨（sweεt　swelling　briar）の咲くところ。
尽きることのない幼年時代（childhood）の
思い出一木の実を拾ったり、森や林を巡った
　り、雛菊の咲く緑の野で遊んだり。
　　しかし私の哀れな放浪（my　sad　wander－
ings）はすぐ終り、心の拠りどころたるあの
　島を二度と離れ．ることはないだろう。アイル
　ランドの悲しみは深く、その苦悩は大きい
　が、私がどこに行こうとも考えるのはアイル
　ランドのことなのだ。」
4行連句9連で、第1連の後のみに（？）4行の
コーラス（大意訳の下線部〉　（1　tbink　of　old
Ireland，　across　the　blue　wave，／Ithink　of　old　Ire－
　　　　　　　　　　　　’land，　the　 and of　the　brave．／Tis　the　home　of　the
brave，　wheTe　the　wild　shamrocks　grow，／　Oh，　I　thi紅k
of　old　lreland，　wherever　I　go．）が入る長いバラッ
ドであるe作詞者が記されており（Written　by
J．H．　Howard）、前述のスコットランド歌謡の
旋律に合わせて歌うよう指示されている。この
ブロードサイド・バラッドは、ボストンでも
パートリッジ（Horace　Partridge）によって出
版されたe
　「私」は、放浪者としてナイル川を見たこと
もあり、今は（アメリカで？）野年を追いかけ
ていると、スケールの大きな展開になっている。
アイルランドで過ごした子供の頃の思い出の地
やそこでの行動が、時に地名を交えて具体的に
語られている。故に、聞き手（読者）一特にアイ
ルランドを知る人には、恐らくはアイルランド
が身近に感じ取れるであろう。故国は勇者の国
であり、そこを躁欄するサクソン人（イギリス
人）の撤退を「故国の神」に祈るのは、カトリッ
ク教徒の祈りを思、わせるものがある。
7．“Paddy’s　Lament”Air：“1’m－Sitting　on　the
　Stile，＆c．”（Publisher：Charles　Mangus，　New
　York）一「モリー（Molly）、私は葡萄弾
（grape　shot戸を脚に受け、今柵に腰を下ろ
しているよ。痛みは激しく，身動きもできな
い。キリービッグ（Killybig）の家に（at
h。me）、お前と一緒にいるのなら、友や牛や
豚2吃一緒にいるのなら（Along　wid　all　de
spalpeens　arid　de　owld　cow　and　de　pig！）、どんな
に幸せなことだろう。
　オコンネル（Dan　O’c。皿ell）が生きてい
た頃は、アイルランド併合に反対して（for
Repale）声を挙げ、アイルランド統一のため
に（of　de．UNION　of　owld　treland）闘って敗
北した％今アメリカの統一のために戦って
いるが、その報い（reward）は何だと思う？
ふくら脛の葡萄弾だ。反乱軍（Rebels）は、
哀れなアイルランド人（poor　Paddy）に残
忍で、もう松葉杖（cnltches　）’なしには歩け
ないだろうeお前や豚のところに戻っても、
もうジグ（lri　sh　jig）も踊れない。
　アイルランドにいて、お前と並んで腰を下
ろし、そしてお前が花嫁で陽気で楽しかった
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　頃のように一そんなだったらどんなにいいだ
ろう。故郷なら争い（scrimmage　〉だってシ
　レイラ（shillelagh）1本で片がつく。ここ
　では銃剣（bayonets）に葡萄弾だ。
　　モリー、もう行くけれど、平和な時代が来
　たら、もう一度懐かしいアイルランドの浜辺
　を歩きたい。杖にすがってでも、お前とジグ
　を踊りたい。牛や豚に囲まれて、二人はど
　んなに幸せだろう。」
　4行連句5連のバラッドであるが、法律
（Act。f　Congress）に従い、出版業者マンガ
ス（Mangus）が1864年、ニューヨー一ク州南
〔部）連邦地方裁判所事務局（Clerk’s　OMce　of
the　District　Courのに、このバラッドの版権登
録を行ったこと、及び作詞者名（By　J。hn　R。ss
Dix）が記載されている。
　歌うために指示されている旋律は、後述のバ
ラッドにも適用されているが、人々によく知ら
れたブロードサイド・バラッドの旋律であるca。
そして、このバラッドの冒頭（Im　sitthin　on　de
sthile，　Molly）も、アイルランド詑りを使って
はいるが、上記のバラッドをまねて書かれてい
る。またこのバラッドの紙面は、アメリカの版
には珍しく、枠を付けずに挿し絵が用いられて
おり、タイトルの上に、アイルランドの田舎家
と思われる家を背景に、腰を下ろしている兵士
と傍らに立つ女性が描かれているe
　詞句から明らかなように、当該のバラッドは、
南北戦争で連邦軍兵士として戦い、負傷したア
イルランド人が、故国に残して来た妻に語りか
ける形をとっている。彼は、アイルランドでも
祖国解放のために闘い、敗北して国を逃れたの
であろうか。アイルランド詑りが多用されてお
り、「私」が農民出身の兵士であることを思わ
せる。
　南北戦争が勃発し、戦時のため不況となった
アメリカでは、多くのアイルランド人移民の若
者が、生きて行くために軍隊に入っている。ま
たアイルランド人兵士の中には強制徴募された
者も多く、彼らは移住先で互に敵と味方に分か
れて戦った’tS。祖国統一のためという大儀は・
アイルランドの場合もアメリカの場合もいわば
同じであるが、移住して程ない者一一＃3に兵卒に
とって戦争は過酷であり、大きな試練であった
と思われる。ただ、アイルランド人部隊として
武勲をあげた例もあり、アイルランド入移住者
の南北戦争従軍が、彼らがアメリカ社会に受け
入れられるひとつの足掛かりになったことは確
かである。
　なおアメリカの版には、タイトルがこれと同
じブロードサイド・バラッドがもう1版見られ
るが、内容は、アメリカにおける政治上の党派
争いにアイルランド人の団結を呼びかけるもの
である。
8．“　Lament　of　the　lrish　Gold　Hunter”Tune－“1’m
　sittin’on　the　Stile，　Marジ（Publisher二Horace
　Partridge，　Boston；Andrews，　New　York）一
　「メアリー、私は今、遠く離れた鉱山（mines）の
　柵に腰を下ろしている。金の塊を見つけては
　ポケットに入れていく途中だよ。でも見つけ
　たものはとても小さいし、数もほんの僅かだ。
　もう完全に参っている’よ。　　　　　一
　　ここではいろんなことが（lots　of　ehange）
　あった一私は変わっていないけれど。一海を
　越えて来る時に、有り金は使い果たしてし
　まったし。人は、（選鉱用の）鍋と鶴騰（pan
　and　pick）だけあれば、ポケットは金でで杯
　になると言ったけど、そんなものではなかっ
一たよ。　　’　　　　一　　　　一
　　お前がトランクに入れてくれた乾肉もソー
　セージ屯有難かった。今私は汗とほこりにま
　みれているよ（dirty）。雨が降らない限り、
　水はとても得にくくて、それに雨が降ったら
　降ったでびしょぬれだ。ここには傘などない
　し、屋根は雨漏りがするからね。濡れたら最
　後、風邪をひいたり咳がでる。　　一’一一一一
　　飲んで売気を出すようにと言ってくれた瓶
　詰めビールー気がついたら気が抜けてしまっ
　ていたけれど。船の戸棚に入れでくれた好意
　のチーズーう：じ虫が：・：一一杯わいて、とてつもな
　く一大きい奴もいたけれど’（fill色d－chobk釦11δf
　a」t・imals，ノAfid－・n曲p勲αwh。Ppe’r　）　6一みんな
　とても有難かった。”　　　一一一　　一一
　　もしも私に命があろて、：一その時が来てお前
　の許に帰るまで、どうが元気でいておく一れ5ニー’
　ここなら誰にもパンも仕事もあるけれど、・こ
　こでずっと生きるより、アイリレラン拠こ帰り
　着き、毎週一度死ぬ方がずっど恥い。一一．ニー：一一
一95一
県立新潟女子短期大学研究紀要　第43号　2006
　　行ける時には森に行く。ここはとてつもな
　く暑く、私はいつも汗まみれ。木も日陰もな
　いからね。僅かな金しか見つからないけれど、
　いつも必死で捜しているよ。」
　8行連句7連の長いバラッドである。これも、
前掲のバラッドと同じ旋律に合わせて歌うよう
指示されている。また冒頭も、そのバラッドを
まねて欝かれている。このブロードサイド・バ
ラッドは、本稿で参照したバラッド集（Jrish
Em　igt’ant　Bailads　and　Songs）　に拠れば、　フィラ
デルフィアなどで流布していた出版年次不明の
歌集（The　Exile　qfErin’s　Songstet’　）にも掲載さ
れていたようである。
　恐らく1849年に始まるカリフォルニアの
ゴールド・ラッシュなどを踏まえて作られたの
であろう。人の噂を真に受け、一獲千金を夢み
たアイルランド人移住者が、（自分の成功して
帰国するのを待っている）妻か恋人に語りかけ
る形で、移民船で海を渡り、金捜しに明け暮れ
る毎日の厳しさと辛さを詳細かつ具体的に述べ
ている。
　メアリーの色々な心遣いも今は遠い思い出に
過ぎず、ひたすら金を捜す「私」にとって、ア
メリカは食と仕事に困らぬところではあるが、
アイルランドは、たとえそこで毎週一度死ぬこ
とになっても、帰りたい故国なのである。
?
　上掲の8版のブロードサイド・バラッドは、
アイルランドを離れた人々の故国への望郷の思
いを歌うものである。それらは、種々の立場か
ら種々の視点で望郷の念に言及している。語り
手である「私」がどこにいるかは殆どの場合不
明であるが、バラッドがアメリカの業者によっ
て印刷され、アメリカで出版されていることを
考えれば、読者は恐らくアメリカの民衆であ
り、アメリカという文脈の中で詞句を読むであ
ろう。
　従ってそれらのブロードサイド・バラッドは
「アメリカに移住したアイルヲンドの人々」の
故国に対する望郷の念と捉えることができる。
しかし、彼らの移住先がアメリカでなかったと
しても、本質的にそこに語られているのは、ア
イルランドを離れて海を越えた人々の故国への
望郷の思いなのである。
　上掲のバラッドを通して概観されるアイルラ
ンドとは、「（ゲール文化の流れを引く）エリン」、
「海に輝くエメラルド」、「勇者の国」、「シャム
ロックが茂るところ」、「緑の野に花々の咲くと
ころ」、「天使がいる地上の聖地」、そして「私
が生まれ育った地」、「私の故国」である。総て
のバラッドにほぼ共通して見出される語句は
“（my）homゼであり、アイルランドやエリ
ンにたびたび添えられる形」容詞は“o！d（ould）”
である。
　そのアイルランドが、今は「卑劣なサクソン
人に躁躍される国」となり、「繁栄と平和を奪
われ」、「自由を失い」、「深い悲しみと苦悩の中」
にあって、「独立のための闘いも敗北に」終った。
それ故「私」は、「海を越え」各地を放浪して
歩く「放浪者」となっている。
　しかし、「私」も含めてアイルランド人は、「貧
しく」、「純粋すぎるところもあって愚行もする」
し「冗談好き」だが、「気立ては良く」「心は暖
かく」て、「いつも他人を歓迎」し、「親のない
子や友のためには惜しむことなく金銭や命を投
げ出す」、そんな人々である。
　そして、「私」のアイルランドでの生活は、f友
や牛や豚に囲まれて」暮らし、「ジグを踊り」、「冬
の夜は赤々と燃える火の傍ら」で、アイルラン
ドの「山や谷や妖精のことが夜話に語られる」、
そんな平穏で幸せなものであった。
　今は失われた故国とそこでの生活、二度と会
えないかもしれない家族や恋入、友人のことを
考えると、「私」の胸は「悲しみで一杯」になり、
目には「涙が溢れる。」そしていつか必ず「ア
イルランドに帰りたい」と思うe
　19世紀から第1次世界大戦終了に至る1世紀余
の（アメリカにおける）アイルランド大衆歌謡
　（Irish　popular　song）、即ち「アイルランドとア
イルランドの人々にまつわる大衆向けの歌謡」、
中でもシート・ミュージックとして出版された
歌謡に大きな影響を与えたのは、アイルランド
生まれの詩人ムー一ア（Thomas　Meore）であっ
たとされる鴨
　ムーアは、1808－1834年に『アイルランド
の調べ（Irish・Melodies）』全10巻を出版した。
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これは、アイルランドに伝統的に伝えられてき
たハープの旋律に、彼が歌詞を付けたものであ
る。そしてその出版は、イギリスでもアメリカ
でも好評をもって迎えられた。
　18世紀の終り頃、アイルランドではケルト
文化復興運動が行われており、消滅しつつあっ
たハープの旋律の収集と記録もその一環として
行われたものである。本来当該の旋律にはゲー
ル語の歌詞が付いていたが、採録者であるバン
ティング（Edward　Bunting）はそれを省いて
おり、出版業者に乞われてムーアがそれらの旋
律に付けたのは英語の歌詞であった。
　ムーアは、ダブリンの中産階級カトリック教
徒の家に生まれ、大学（Trinity　College）でも
ギリシア語を学んでいて、ゲール語には殆ど関
心を持たなかったようである。また彼自身も述
べているように、アイルランドの民衆と接する
機会も少なかった。従って彼は、アイルランド
のケルト文化（ゲール文化）が拠って立つ言語
や、その文化の流れを引く人々の生活を殆ど知
らなかった。
　しかしムーアは、生来音楽に対する鋭い耳を
持っており、加えてアイルランドの歴史に思い
を寄せるところが大きかった。彼の友人には、
1798年のユナイテッド・アイリッシュメンの
反乱に加わった者もあり、故国の命運を身近に
感じる中で、彼の愛国の情は深かったとされる。
　ムーアは自らの歌詞に合わせるため、ハープ
の旋律の改変すら行っている。ただ、彼が書い
た英語の歌詞には．彼が直観的に捉えたアイル
ランドとアイルランド人の本質ともいえるもの
が息づいていた。彼は、『アイルランドの調べ』
に強い「郷愁（ノスタルジア）jの感覚を導入し・
「今は失われた過去の幸せ」、「過ぎ去った時間」・
「故郷を恋い慕う放浪者」といったモチーフの
歌詞を書いている。更に彼はそれらの中で・「光
と闇」、「喜びと悲しみ」といったものを巧みに
対比させた。
　ムーアが恐らくは直観的に歌詞の中に提示し
たのは、「今は失われたアイルランドの過去の
栄光」と「それに対する郷愁」であって、それ
は取りもなおさずアイルランド人の心情に根ざ
すものであった。また彼は、歌詞の申で、アイ
ルランドに古来の「エリン」という女性の人格
を定着させ、アイルランドの美しい自然を讃美
し、更にアイルランドを象徴する「シャムロッ
ク」、「ハープ」、「緑（という）色（彩）」など
のイメージを確立させた。ムーアによって示さ
れたこれらの概念やイメージは、上掲の8版の
ブロードサイド・バラッドにも強く投影されて
いると思われる。
　19世紀に北アメリカに移住したアイルラン
ド人に関して、ミラー（Kerby　A．　Miller）は、
彼らが自らを「個入の力を超えた一特にイギリ
スと地主の圧力によって、故国を離れることを
強いられた追放者（exile）」であると感じる傾
向があり、それは「アイルランドのカトリック
教に伝統的な世界観」に根ざすものであると述
べている訓。
　アイルランドの古代の民間伝承（popular
beliefs）に拠れば、大西洋の西（北アメリカの
方角）には、死者が住む神秘の島々（mythical
isles）が横たわっているという。従って、北ア
メリカに向けての船出は死者の国への旅立ちを
意味しており、そのためには死者を送る儀式が
必要であった。アイルランドの、特にゲール語
が根強く話されていた地方では、大飢謹の後、
即ち19世紀の中頃から同世紀末まで、家族と
別れて北アメリカに移住する者のために「通夜
（American　wake）」が営まれているee。
　ミラーの指摘が、アイルランド人移民研究と
してはカトリック教徒に重点を置いたものであ
るため、今日では反論も行われているSU。しかし、
上掲のブロードサイド・バラッドの中に、自ら
の「不運」を嘆き、運命を「悲しいもの」と捉え、
それをr諦観」をもって「受け入れよう」とす
る姿勢や、豊かなアメリカではあっても、そこ
でずっと生きるより「死んでも」故国アイルラ
ンドに「帰る方が良い」とする価値観が読み取
れるのは確かである。
　アイルランド人移民が、アメリカ人として、
その存在を受け入れ側の社会からほぼ承認され
るには、少なくとも20世紀を待たなければな
らなかった。従って宗派に関わりなく、彼らが
自らを、故国を追われ放浪する者と感じること
も少なくはなかったであろう。
　アイルランドへの望郷の思いを歌うバラッド
は、アイルランドの人々の、遠くゲール文化に
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辿なる伝統的な意識の流れに沿って書かれ、今
は異郷にある移民達に、いつの日か帰るべきと
ころを一それが死後であったとしても、指し示
していたように思われる。
　以上、簡単ではあるがアメリカ議会図音館所
蔵のプロードサイド・バラッド（ソング・シー
ト）を中心に、アイルランド人移民の故国への
望郷の思いについて述べた。ブロードサイド・
バラッドは、民衆の束の間の娯楽として消耗品
に近く、現存するものは極めて少数である。従っ
て、その少数の一部をもって、ひとつのテーマ
を論じることには難点もあり、更に多くの事例
にあたることを今後の課題としたい。
　ともあれ、アメリカのアイルランド人移民は、
その殆どが故国に再び戻ることのなかった人々
であるという㌦そのような人々にとって、バ
ラッドに歌われているアイルランドは尚更に、
手の届かぬ遠くにあって光輝くエメラルドに見
えたであろうと考えられるのである。
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